
クリーニング業における動作の反動無理な動作災害の死傷災害発生事例（2017年）

2017

年

発生

月

時間 死傷災害発生事例
年

齢

労

働

者

規

模

1
9～

10

事業所敷地内の工場の荷おろし場にて、トラックの荷台にあるラック

（1760cm×1110cm×1500cm・約100kg）をフォークリフトで下ろす際、フォー

クリフトの届く位置へラックを移動させようとして、中腰でラックを押したところ

腰部に激痛がはしった。

47

10

～

29

2 14~15 階段を下りる時、段の踏み違い。 45

10

～

29

2 16~17
コンテナより荷降ろし中、汚れ品（集荷袋入り）を持ち上げた際、腰に痛みを感じ

た。
33

100

～

299

5
17～

18

商品の入ったプラスチック製の箱（縦36×横51×高さ30、重さ20㎏位）を、ト

ラックの荷台の上で積み上げる際に、背中に強い痛みを感じ動けなくなった。
26

100

～

299

7 8~9

洗濯物の集荷中、階段の2階から、集荷物を投げ下ろしていたところ、投げた際に

左腰に激痛が走り、そのまま動けなくなった。 すぐに救援を呼び、通院すること

とした。

34

100

～

299

7 10~11
乾燥機から衣類を出そうと一歩を踏み出した時に足を捻り、腫れた。 レントゲン

の結果、靭帯損傷と骨折していた。
50

1～

9

7
9～

10

工場でアイロンがけ作業中、来客があり接客のために店に出ようとして歩いている

時、左足をひねった。 段差やつまずいたのではない。
46

10

～



29

7
9～

10

顧客先ホテルで、ランドリーバック（使用済のシーツ・タオル、約15㎏）を台車

に積む際、腰を捻った際に軽い痛みがあった。 また、負傷当日に別の顧客先で、

作業服置場のハンガーラックのハンガーに掛かっている白衣・ズボン（約40着）

を横にずらして空スペースを作ろうと腰を捻ったところ、腰に強い痛みが生じた。

47

100

～

299

7
14～

15

病院1F資材課にて、看護師のユニフォームを病棟ごとに分ける作業中、ハンガー

ラックを納品場所に持ち込み、所定の場所へ掛け替える際、元々ユニフォームが

ぎっしり掛かっていたため、スペースを作ろうと左手で押えながら右手で広げる動

作をしたとき、右脇に骨が歪んだような痛みが生じた。

50

500

～

999

9
15～

16

商品の入ったプラスチック製の箱（たて36×横51×高さ30・重さ20kgぐらい）を

積み上げる際に左手首を捻った。 手首に少し違和感がある程度で痛みも無かった

ので、会社に報告せず業務を続けた。 翌日は休みで手首の痛みは、昨日よりあっ

たので、湿布をはって過ごしたが、次の日に起床すると手首の痛みがひどくなって

おり腫れもあったので、会社に報告し病院へ行った。

69

100

～

299

10
15～

16

工場内にて、スチール棚の上にある段ボール箱を取るために脚立に上がって作業し

ていたところ、脚立から降りた際、左足をついた時に肉離れをおこしたものであ

る。

47
1～

9

10 8～9

工場内で一日中（実労働時間6時間45分）Yシャツのスリーブ作業を行ったとこ

ろ、右手人差し指の付け根から親指の付け根、手首の筋にかけて痛みはじめた。

さほど痛みが強くなかったものの、翌朝起きたら痛みが増し、腫れていたため病院

へ行ったところ、炎症していると診断されたもの。

58

50

～

99

10
11～

12

当社事業所内にて、クリーニングの仕上げ作業中に、高さ約1.9mの鉄製の空台車

を手で押して移動中、キャスターが引っかかり、台車が不安定になり倒れそうに

なったため、咄嗟に左上半身でそれを支え、左胴部から肩付近を捻って負傷。

50

10

～

29

10
9～

10

処理工程からプラスチックの空箱を8段積み前方を確認しながら移動していた際、

出勤してきた被災者が作業場所に来たため「通ります」と声をかけ被災者の後方を

通過する時被災者が作業台下に自分のカバンを置こうとしゃがんだため空箱と接触

した。

63

300

～

499



11
11～

12

敷地内建物の東側、外に保管してあるのぼり旗をさすコンクリート製の土台（20

～30㎏）を約5メートル引きずり社用車の軽ワゴン車荷台に積もうと持ち上げた時

に「ポキッ」という鈍い音とともに背中に激痛を感じ、地面に滑るように倒れ込ん

だ。 救急車により救急搬送され診察を受けた結果、第二腰椎新鮮圧迫骨折である

と分かった。

58

50

～

99

12 18~19

1Fエレベーターでキャスターを引きながら出る時、キャスターが他のキャスター

にぶつかり、動く向きが変わり、持っていた左手首が無理に曲がってしまい、手首

をけがしてしまった。

52

50

～

99

出典：https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pgm/SHISYO_FND.aspx(職場のあんぜんサイト)

Return to : https://www.jisha.or.jp/international/topics/202206_09.html
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